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日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
山

元
町
に
平
成
　
年
７
月
か
ら
６
カ
月

２４

間
、
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
初
め
て
新
冠

町
役
場
以
外
で
の
勤
務
を
体
験
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
初
は
被
災
地
の
復
興
に
自
分
が
役
に
立
て

る
の
か
な
ど
の
仕
事
へ
の
不
安
や
、
大
き
な
悲

し
み
を
経
験
さ
れ
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
た

地
元
の
人
と
の
接
し
方
へ
の
不
安
、
新
冠
に
残

す
家
族
へ
の
不
安
な
ど
心
配
ば
か
り
で
、
派
遣

を
言
い
渡
さ
れ
た
日
の
夜
は
一
睡
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
山
元
町
は
、
今
ま
さ
に
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
の
真
っ
最
中
、
復
興
に
向
け
て
前
を

向
き
頑
張
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
や
復
興
の

た
め
、
苦
労
し
て
い
る
地
元
役
場
職
員
の
た
め

『
山
元
町
を
第
２
の
ふ
る
さ
と
』
と
胸
に
刻
み
、

頑
張
ろ
う
と
決
意
し
新
冠
を
た
ち
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
に
対
し
て
は
、

全
国
の
市
町
村
役
場
か
ら
職
員
の
派
遣
が
行
わ

れ
、
山
元
町
で
は
、
私
を
含
め
　
人
余
り
の
職

５０

員
が
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
派
遣

期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
相
違
し
て
お
り
、

震
災
当
時
は
１
週
間
等
の
短
期
間
の
派
遣
が
多

く
、
現
在
は
３
カ
月
～
１
年
間
と
長
期
間
の
派

遣
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
山
元
町

（
や
ま
も
と
ち
ょ
う
）　

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
山
元
町
は
何
処
の
県

で
、
ど
の
辺
り
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
実
は
私
は
、
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
、

失
礼
な
こ
と
に
町
の
名
前
さ
え
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
山
元
町
は
宮
城
県
最
南
で
福
島
県
と
の
県
境

に
あ
り
、
太
平
洋
に
面
し
、
最
高
気
温
　

・
１

３１

度
、
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
６
・
８
度
と
本
州
で

は
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
、
面
積
は
　

・　
挨

６４

４８

と
、
新
冠
町
の
共
栄
と
東
川
を
合
わ
せ
た
面
積

と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
人
口
は
約
１
万
４
千
人
、

町
の
花
は
ツ
ツ
ジ
、
前
浜
で
は
ホ
ッ
キ
が
採
れ
、

イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
有
名
な

牧
場
の
競
走
馬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
、
新
冠
町
と
共
通
す
る
点
が
多
い
町
で
す
。

　
実
際
に
山
元
町
へ
行
っ
て
み
る
と
、
緑
が
多
く

田
園
が
続
く
の
ど
か
で
良
い
町
と
感
じ
ま
し
た
。
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～
宮
城
県
山
元
町
の
被
害
概
要

～
宮
城
県
山
元
町
の
被
害
概
要
～～

■■
人
的
被
害
数（
平
成

年
8
月

日
現
在

人
的
被
害
数（
平
成
　
年
8
月
　
日
現
在
））

2424

3131

○
死
者
6
3
2
人
（
遺
体
未
発
見
の
死
亡
届

○
死
者
6
3
2
人
（
遺
体
未
発
見
の
死
亡
届
　1616

人
と
震
災
関
連
死

人
を
含
む

　
人
と
震
災
関
連
死
　
人
を
含
む
））

1616

※
町
内
で
の
遺
体
発
見
数
6
7
4

　
※
町
内
で
の
遺
体
発
見
数
6
7
4
人人

○
行
方
不
明
者
1

○
行
方
不
明
者
1
人人
（
死
亡
届
提
出

人
を
除
く

（
死
亡
届
提
出
　
人
を
除
く
））

1616

○
重
傷
者
9
人（
救
急
搬
送
分

○
重
傷
者
9
人（
救
急
搬
送
分
））

○
軽
症
者

人（
救
急
搬
送
分

○
軽
症
者
　
人（
救
急
搬
送
分
））

8181

■
家
屋
へ
の
被

■
家
屋
へ
の
被
害害
（
平
成

年

月
5
日
現
在

（
平
成
　
年
　
月
5
日
現
在
））

2424

1010

○
全
壊
2
2
1
7

○
全
壊
2
2
1
7
棟棟
（
う
ち
流
出
1
0
1
3

（
う
ち
流
出
1
0
1
3
棟棟
））

○
大
規
模
半
壊

5
3
4

○
大
規
模
半
壊
　
5
3
4
棟棟

○
半
壊

5
5
1

○
半
壊
　
　
　
　
5
5
1
棟棟

○
一
部
損
壊

1
1
3
8

○
一
部
損
壊
　
1
1
3
8
棟棟

■
津
波
浸
水
区

■
津
波
浸
水
区
域域

○
浸
水
範
囲
面
積

○
浸
水
範
囲
面
積
　
挨挨
2424

（
総
面
積

・

（
総
面
積
　
・
　
挨挨
の

・
2
%
）

の
　
・
2
%
）

6464

4848

3737

○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
人
口
8
9
9
0

○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
人
口
8
9
9
0
人人

（
平
成

年
2
月
末
現
在
人
口
の

・
8
%

（
平
成
　
年
2
月
末
現
在
人
口
の
　
・
8
%
））

2323

5353

○○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
世
帯
数
2
9
1
3
世

推
定
浸
水
域
に
か
か
る
世
帯
数
2
9
1
3
世
帯帯

（
平
成

年
2
月
末
現
在
世
帯
数
の

・
4
%

（
平
成
　
年
2
月
末
現
在
世
帯
数
の
　
・
4
%
））

2323

5252

■
エ
リ
ア
別
の
物
的
被
害
の
概
要

■
エ
リ
ア
別
の
物
的
被
害
の
概
要
　

○
海
岸
線
～

○
海
岸
線
～
11
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

建
物
は
新
築
の
建
物
が
一
部
残
る
程

　
建
物
は
新
築
の
建
物
が
一
部
残
る
程
度度
でで

概
ね
流

　
概
ね
流
出出

○
海
岸
線

○
海
岸
線
11
娃娃
～
1
・
5

～
1
・
5
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

新
築
の
建
物
等
が
残
存
す
る
程
度
で
、ほ

　
新
築
の
建
物
等
が
残
存
す
る
程
度
で
、ほ
とと

ん
ど
の
建
物
が
流

　
ん
ど
の
建
物
が
流
出出

○
海
岸
線
1
・
5
㎞

○
海
岸
線
1
・
5
㎞
～～
44
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

建
物
床
上
2
ｍ
程
度
水

　
建
物
床
上
2
ｍ
程
度
水
没没

■■
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況況

○○
9
4
8
世
帯

9
4
8
世
帯
　
2
4
6
8
人

2
4
6
8
人
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し
か
し
、
海
岸
へ
向
か
う
と
町
の
表
情
が
一

変
し
、
　

ｍ
以
上
も
あ
る
瓦
礫
の
山
や
被
災
車

１０

両
の
山
が
幾
つ
も
点
在
し
、
砂
に
埋
も
れ
た
球

場
や
基
礎
だ
け
に
な
っ
た
住
宅
、
被
災
し
た
小

学
校
の
体
育
館
の
天
井
に
は
、
く
っ
き
り
と
津

波
の
押
し
寄
せ
た
跡
が
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
を

見
て
い
る
と
悲
し
く
切
な
い
気
持
に
な
り
、
被

害
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
、
鳥
肌
が

立
つ
ほ
ど
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
3

・
1
1
山
元
町
で
は
　

　
地
元
の
職
員
に
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
震
災
直
後
は
避
難
す
る
町
民
の
方
の

誘
導
や
、
水
の
確
保
の
た
め
に
浄
水
場
の
確
認

に
行
っ
て
お
り
、
町
の
様
子
を
見
た
の
は
次
の

日
の
朝
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
町
内
を
見
渡
す
と

「
映
画
の
シ
ー
ン
の
１
コ

マ
で
、
戦
闘
で
破
壊
さ
れ
た
町
の
よ
う
」
と
想

像
を
絶
す
る
光
景
だ
っ
た
震
災
直
後
の
町
の
様

子
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
津
波
警
報
発
令
で
避
難
を
広
報
し

て
い
た
役
場
職
員
も
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
て
お

り
、
私
の
所
属
し
て
い
た
税
務
納
税
課
の
同
僚

職
員
に
も
家
族
や
親
戚
、
知
人
を
亡
く
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
心
が
痛
み
ど
う
接

し
た
ら
良
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

逆
に
派
遣
職
員
の
私
た
ち
を
励
ま
し
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
山
元
」
一
丸
と
な
っ
て

　
役
場
庁
舎
は
、
海
岸
よ
り
直
線
で
４
㎞

ほ
ど

山
側
に
あ
り
、
津
波
で
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
揺
れ
で
三
階
建
て
の
庁
舎

に
は
ひ
び
が
入
り
危
険
な
た
め
、
庁
舎
隣
に
プ

レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎
を
設
置
し
て
執
務
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
住
ま
い
は
、
山
元
町
に
は
津
波
被
害
の
た
め
、

宿
舎
が
少
な
く
山
元
町
役
場
か
ら
１
時
間
ほ
ど

離
れ
た
仙
台
市
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
車
で
の
通
勤

と
な
り
ま
し
た
。

　
通
勤
途
中
の
国
道
は
工
事
の
ト
ラ
ッ
ク
や
出

勤
す
る
人
の
車
が
多
く
、
朝
夕
の
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
山
元
町
で
は
税
務
納
税
課
課
税
班
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
税
務
納
税
課
に
は
課
税
班

・
納
税

班
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
課
長
を
含
め

た
地
元
職
員
が
　
人
、
臨
時
職
員
３
人
、
私
を

１１

含
め
た
派
遣
職
員
が
５
人
の
構
成
で
し
た
。

　
出
発
前
は
、
新
冠
で
担
当
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
が
仕
事
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
勤
務
す
る
と
県
町
民
税
の
課
税
業
務

で
、
雑
損
控
除
の
計
算
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
控
除
は
震
災
で
住
宅
や
家
財

・
車
な
ど

に
被
害
が
あ
っ
た
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

控
除
で
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
無
く
、
ま
た
、
仕
事
の

進
め
方
や
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
が
新
冠
町
と

違
う
点
な
ど
か
ら
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
地
元
の
同
僚
職
員
に
恵
ま
れ
、
さ

ら
に
、
課
長
は
じ
め
班
長
、
上
司
の
方
々
に
は

仕
事

・
生
活

・
健
康
の
面
で
毎
日
の
よ
う
に
、

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
６
カ
月
間
無
事
に
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
月
に
は
、
派
遣
職
員
の
地
元
特
産
品
や
山

１１
元
町
の
特
産
品
の
販
売
で
盛
り
上
が
っ
た

『
ふ

れ
あ
い
産
業
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
、
新
冠
町
か

ら
も
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
ピ
ー
マ
ン
を

使
用
し
た
羊
羹
や
う
ど
ん
の
販
売
を
通
じ
、
山

元
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
分
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
も
元
気
を
も
ら
い
再
び
心
に

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
個
人
的
に
面
会
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

方
や
励
ま
し
の
電
話
、
メ
ー
ル
を
沢
山
い
た
だ

き
、
遠
く
離
れ
た
地
で
も
新
冠
町
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
ふ
る
さ
と
新
冠
の
良
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
派
遣
を
通
じ
て
、
被
災
地
山
元

町
の
た
め
の
仕
事
に
携
わ
れ
た
こ
と
、
山
元
町

の
方
々
や
全
国
の
自
治
体
職
員
と
交
流
が
で
き

た
６
カ
月
間
は
、
私
の
人
生
の
中
で
と
て
も
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
元
町
の
役
場
職
員
、
住
民
の
方
々
は
明
る

く
、
前
向
き
だ
っ
た
の
が
非
常
に
印
象
的
で
、

今
後
も
同
じ
空
の
下
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
最
近
、
山
元
町
や
他
の
被
災
地
に
つ

い
て
の
報
道
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
現
在
は
瓦
礫
な
ど
の
撤
去
が
進
ん
で

い
る
状
況
で
す
が
、
復
興
復
旧
は
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も

『
チ
ー
ム
山
元
』
の
一
員
と
し
て
、

私
自
身
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
派
遣
期
間
中
お
世
話
に
な
っ
た
全

て
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～六カ月の貴重な経験　 ～

残あちこちに点在していた瓦礫の山

角
山
元
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寄
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金
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付
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害
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復
興
事
業
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
に
充
て
ら
れ
ま
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